
様式１－１ 

指 定 管 理 業 務 評 価 結 果 書 
１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称 倉敷市ふじ園 

(2) 指定管理者 

所在地 倉敷市笹沖１８０番地  

名 称 社会福祉法人 倉敷市総合福祉事業団  

代表者 理事長 藤 澤 徳 久 

(3) 公の施設の所管部署  倉敷市障がい福祉課  

(4) 評価対象期間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで  

２ 総合評価結果 

(1) 市の評価 

今年度は、「利用者に合った適切な支援の実施

状況」を重視して評価した。  

支援にあたっては、単に実習による作業能力の向

上だけでなく、家事や一般教養などといった様々

な講義を実施し、個々の利用者の就労に関する知

識の幅を広げたり、生活能力の向上を図ったりし

ている点は評価できる。  

 

総合評価 

 

Ａ  

(2) 指定管理者の自己評価  

新型コロナウィルス感染予防対策に配慮しつつ、利用者のニ

ーズに的確かつ迅速に対応しながら、質の高いサービスの提供

と効率的な運営に努めました。また、新庁舎への移転によるサ

ービス低下がないように切れ目のないサービスに努めました。 

自立訓練では、縫製や農園の作業支援を通じて作業能力の育

成を図るとともに、家事や一般教養などの講義、会社見学など、

社会生活を営む上で必要な知識・技術等の習得を図りました。 

就労移行支援では、作業能力の向上を図るとともに、職場の

マナーや一般教養などの講義により就労に関する知識や技能

の習得を図ったほか、会社見学や体験実習など就労支援を行っ

た結果、一般事業所に１名、A 型事業所１名が就職できました。 

利用者の増加促進については、特別支援学校・市内全中学校

等への情報提供や見学説明会等により利用促進を図りました。 

就労継続支援Ａ型利用にかかるアセスメント事業は、７０人

の実習者を受け入れました。  

(3) アンケート結果の概要  

90％以上の利用者が管理運営及び支援内容に概ね満足して

いる。 

アンケート結果については、別紙のとおり。 



様式１－１ 

３ 施設の利用状況  

(1) 利用実績 

 

項目 今年度 前年度 特記事項 

契約者数（最大月） 16 17 前年度比 94.1% 

Ａ型アセスを含む

総契約者数（最大月） 
27 25 前年度比    108.0% 

利用者数 3,134 2,877 前年度比 108.9% 

A 型利用者数 650 412 前年度比   157.8% 

延利用者数 3,784 3,289 前年度比 115.1% 

定着支援回数 156 145 前年度比   107.6% 

就職者数 2 2 前年度比 100.0% 
 

(2) 事業の内容 

・自立訓練（生活訓練）  

知的障がい者や精神障がい者を対象とし、生活能力の維持・向上等

のための訓練や生活等に関する相談及び助言その他の必要な支援を

個別支援計画に基づき行いました。 

・就労移行支援 

就労を希望する６５歳未満の障がい者を対象とし、一般就労へ向け

て生産活動や職場実習、適性に合った職場の開拓、就職後における職

場定着のための支援等を、個別支援計画に基づき行いました。 

４ 収支 

(1) 収入 

（指定管理者の収入）  

総額   ５９，９７７千円  

市からの指定管理料（委託料）   ５９，９７７千円 

(2) 支出 

（指定管理者の支出）  

総額   ５８，０１１千円  

主な支出  人件費        ４０，６９４千円 

業務委託費       ２，１６８千円 

水道光熱          ９２３千円 

賃借料           ８２６千円 

給食費           ９８０千円 

租税公課        １，９２７千円 

車両費           ３８４千円 

その他経費      １０，１０９千円 

 


